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2025 年度 学会発表 
 

 
第 65 回日本呼吸器学会学術講演会  2025.4.11-13  (東京) 
当院における 2nd Line 以降の Atezolizumab 単剤治療の有効性と安全性についての検討.  中村隆一 
がんと比較した非がん呼吸器疾患の呼吸困難に対するモルヒネの有効性について.       長崎拓己 
胸部 X 線動態撮影と肺機能検査の相関に関する検討.                  増田貴文 
進展型小細胞肺癌に対する ICI の治療効果の検討.                     川村彰 
放射線化学療法後に Durvalumab が投与された切除不能 III 期非小細胞肺癌 
の再発症例に対する治療レジメンの検討.                        鈴木僚 
進行非小細胞肺がんにおける免疫チェックポイント阻害剤と化学療法の併用療法 
の長期的有効性を予測するためのリスク因子.                     松浦駿 
 

第 10 回日本がんサポーティブケア学会学術集会. 2025.5.17-18(和歌山) 
オランザピン併用 4 剤制吐療法のカルボプラチンを含む化学療法に対する 
効果の実態や安全性の評価.                                                         田中和樹  
 

第 123 回日本呼吸器学会東海地方学会. 2025.5.24-25 (名古屋) 
生薬含有のサプリメントによる薬剤性好酸球性肺炎の１例.                  原木優太, 秋山訓通 
片側性で緩徐に進行した抗 MDA5 抗体陽性多発性筋炎に伴う間質性肺炎の一例. 岩瀬裕爾, 松浦駿 
インフルエンザ肺炎による ARDS の臨床的検討.                             太田礼美, 松浦駿 
アルミニウム粉塵の長期曝露歴がある自己免疫性肺胞蛋白症の一例.                    長崎拓巳 
オシメルチニブ導入後にがん治療関連心筋障害を発症し，アファチニブに変更した一例.  松下京平 
 

第 99 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会学術講演会 2025.6.6-7 (東京) 
  COVID19 流行期の静岡県中部地区における新規結核患者結核予防可能例の検討.      小清水直樹 

 
第 84 回日本公衆衛生学会総会. 2025.10.29 (静岡) 

COPD 問診票の藤枝市民検診への導入による早期発見の効果.             小清水直樹 
 
第 128 回日本呼吸器学会東海地方学会. 2025.11.15-16  (浜松) 

COVID-１9 治療中に抗 ARS 抗体と抗 MDA5 抗体陽性判明後、 
侵襲性肺アスペルギルス症や難治性気胸を発症した一例.               矢崎茉代, 田中和樹 
ゲフィニチブによるがん治療関連心機能障害を発症した EGFR 陽性肺腺癌の１例.   

住吉郁哉, 秋山訓通 
   タルラタマブ投与後に重篤なサイトカイン放出症候群を発症した小細胞肺癌の一例. 
                                                                         茶田深咲, 山田耕太郎 

薄壁の空洞性病変を伴う MET Ex14 skipping 陽性肺腺癌の１症例.            浅井敦貴, 松浦駿 
20 代女性が成人 Still 病による重症 ARDS を生じた１例.                    北健介 

 
第 258 回日本内科学会東海地方会. 2026.2.15  (名古屋) 
不全型ベーチェット病の治療中にサルコイドーシスを合併した 1 例           松下京平 


